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    日 々 草（にちにちそう） 

  

【公民館長あいさつ （要旨）】 ▼日新の地域は、九頭竜川と足羽川、日野川の合流点であり、また底

喰川が曲がりくねって流れていたために、人々は、大雨が降れば洪水、雨が降らないと田んぼが水不

足、というように大変苦労をしていました。日新地区を流れている三ヶ用水や四ヶ用水は、田んぼが水不

足にならないように、機械の無い時代に、一鍬一鍬自分の手足だけを頼りに地域の人々が作り上げてき

たものです。またそれの維持管理（雑木を切ったり、泥を上げたり、川の水草を取ったりして水の流れをよ

くすること）や上流の地域との交渉など、苦労が多かったとも伝えられています。▼水害対策の一つとして

は、明治時代に、底喰川の改修工事を、底喰川水害予防組合を作ってすすめたという話も伝わっていま

す。▼この様に、住みやすい地域にするための取り組みがたゆまなく進められる中で、約１００年前には

底喰川南側の現在の乾徳地域が、そして約５０年前には底喰川北側の、現在の文里、堀ノ宮、宮島の地

域がそれぞれ、耕地整理、土地区画整理事業（形が小さく不ぞろいな農地や曲がりくねっている農道や水

路を整える、区画を大きくし、農道や水路を整備する工事）が行われました。そして福井市の中心部に比

較的に近いということもあって、次第に農地が住宅地に変わっていきました。▼水害や水不足という課題

がこのように次第に解決され、宅地化が進むなかで、底喰川の汚染がひどくなる、また最近では高齢化

の進行に伴い、買い物や通院に困る人々が増えてくるというなどの新しい問題点が現れてきました。▼底

喰川の汚染については約２０年前、地域の人達がまちづくりの活動の一つとして清掃美化活動に取り組

み、汚染はかなり改善されてきています。▼交通弱者の問題については、これもまちづくりの人達が、交

通部会を組織し、コミュニティバスを走らせています。（本紙左下に続く⇒） 

【新成人代表 江岸めいさんのお礼の言葉】 本日は、お足元の悪い中、お集まりいただきましてあり

がとうございます。また、私たちのために、このような会を開催して頂きありがとうございます。懐かしい

友人や先生方とお会いでき、楽しい時間を過ごすことができました。私たちは２０歳になり、まだまだ未

熟ではありますが「見守られる立場」から「見守る立場」になるため、微力ではありますが、日新地区に

貢献していきたいと思います。これからますます忙しくなると思いますが、頑張っていきましょう。本日

は本当にありがとうございました。 

新自治会長さんが決定!！ 

平成３０年の日新地区の自治会長さんが決まりました。この１年間、自治会の運営に、行政

に、公民館や各種組織とタイアップした活動に取り組んでいただきます。具体的には、自治会

長の他に、市長から委嘱の行政嘱託員（市政広報の配布等）、教育長から委嘱の公民館協力委

員（公民館の地区事業、教育事業などに協力）、「魅力あるまちづくり日新」の実行委員、「自

主防災連絡協議会」のブロック防災会支部長など、一人何役もあり、活気ある地域づくりに貢

献していただきます。住民の皆様も積極的に協力して、住みよい街、住みたい街になりますよ

うご協力の程よろしくお願い致します。 

平成３０年 日新地区自治会長  （敬称略） 

 自治会名 自治会長  自治会名 自治会長  自治会名 自治会長 

1 乾徳新１ 嶋田 篤事 16 乾徳１８ 清水 寛靖 31 上里第２ 坪川 忠義 

2 乾徳東 野口 英吉 17 乾徳２１ 篠田 秀幸 32 上里第３ 本田 信幸 

3 乾徳３ 柴田 光義 18 乾徳２２ 小寺 清治 33 上里第４ 高村 俊次 

4 乾徳４ 江前 和彦 19 上里新 谷口 妙子 34 東上里 吉村 俊亮 

5 乾徳７ 東嶋 義樹 20 湊新３ 竹林 利一 35 八ツ島第１ 髙橋 克弘 

6 乾徳８ 中嶋 茂男 21 湊新４ 池上 憲一 36 八ツ島第２ 西島 正直 

7 乾徳９ 水野 和義 22 湊新６ 堀田 啓次 37 八ツ島第３ 高橋 昌男 

8 乾徳１０ 塩﨑 茂 23 上里大学 土井内 則夫 38 八ツ島第４ 今田 武 

9 乾徳１１ 伊藤 多恵 24 上里宿舎１号棟 北原 博 39 東八ツ島 笈田 耕治 

10 乾徳１２ 矢村 健一 25 上里宿舎２号棟 池田 和樹 40 東堀ノ宮 黒岩 丈介 

11 乾徳公園町 中村 和弘 26 牧里１ 新保 順久 41 堀ノ宮北 長谷川 義明 

12 乾徳１４ 髙橋 一彦 27 牧里２ 樋田 陽介 42 堀ノ宮中 藤野間 幸英 

13 乾徳１５ 瀧本 聖治 28 牧里３ 坂井 涼介 43 堀ノ宮南 林 與四郎 

14 乾徳１６ 新谷 貢 29 新里 辻 清張    

15 乾徳１７ 山本 保博 30 上里第1 稲木 保彦    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほのぼのとした温かさがいっぱい !! 
 (平成２９年度第 1６回日新地区新成人のつどい) 

 1 月６日（土）午後5時 30分より、参加者３８名（新成人１７名、小学校の恩師2名、

スタッフ１９名）で実施されました。担任の先生からのお祝いの言葉、名前ビンゴ、クイ

ズ、近況報告、日新小学校校歌斉唱などを行いました。またサプライズとして藤島中学校

田行史子校長先生（新成人在学当時は教頭先生）特別作

成の、中学校時代の写真を集めたDVD（解説文と音楽付

き）の上映もありました。小学校時代だけでなく中学校

時代も振り返る楽しいひと時となりました。実行委員を

務めて下さった新成人の皆さんありがとうございました。 

 

日新公民館の休館日のおしらせ      ２月 ５、１１、１２、１８、１９、２６ 

(毎月曜、第３日曜、祝日、振替、年末年始) ３月 ５、１２、１８、１９、２１、２６ 

日新公民館ホームページアドレス …http://www1.fctv.ne.jp/~nissin-k/index.html 

日新公民館メールアドレス      …nissin-k@mx1.fctv.ne.ｊｐ 

 

日 々 草（にちにちそう） 

平成２９年度日新地区のテーマ 

“笑顔さんさん 輝く日新” 

 

日新地区犯罪発生状況 

福井警察署２９年１２月末統計（今年の累計） 

・空き巣････１件  ・車上狙い････１件 

・自転車盗･･･９件 ・ｵｰﾄﾊﾞｲ盗・・･・０件 

・その他窃盗・・・８件 ・器物損壊・・・６件 

・その他刑法犯･･･５件 ●地区内合計・・３０件 

日新の人口推移（平成３０年 1 月１日現在） 

男 2,803 人(±0)   世帯数 2,504 戸(－6) 

女 2,819 人(＋5)   高齢化率 27.34％ 

計 5,622 人(＋5)  後期高齢化率 14.03％ 

（⇒続き 本紙右下より） ▼この他に、地区に対する理解や一体感を深めるために、日新地区の名所や

歴史を読み込んだ“日新かるた”や“日新かるた見て歩き MAP”などが、公民館の地域学習のグループ

によって制作されています。▼この様に、皆さんが生まれ育った日新地区は、それぞれの時代のそれぞ

れの課題をそのままにはしておかず、それを解決して、少しでも住みやすい地域にしようと頑張る人達が

たくさんおられた、たくさんおられる地域であるということです。▼皆さんにはできれば福井市に戻ってきて

ほしいと思っていますが、県外や外国で頑張られる場合でも、皆さんが小学校時代を過ごしたこの日新地

区は、この様な地区であるということを誇りとして、それぞれの進路を力強く歩んで頂きたいと思っており

ます。（全文は公民館事務室にあります） 



新聞報道されました！ 日刊県民福井 

「ふくい空散歩 日新小学校界隈」１月１３日付 

※「ふくい空散歩」は小学校を中心とした地域の写真をヘリ

コプターで上空から撮影し、児童や地域の皆さんの視線で、

学校周辺地域や学校の自慢、特色等を紹介する記事です。紙

面が大きすぎたので、文章のみ転載しました。紙面は公民館

ロビーのパネル板に掲示してあります。 

 

 

 

2/6(火) 10:10～11:50 図書室整理（図書室ボランティア） 

19:00～21:00 婦人会理事会 

2/8(木) 10:00～12:00 さんさんバスで映画鑑賞＆カフェ 

（映画は「小早川家の秋」小津安二郎監督のホームドラマ） 

19:00～21:00 第 7 回公民館運営審議会 

2/10(土)19:00～21:00 日新自治連新旧役員会 

2/1３(火)14:00～16:00 第 3 回シルバー大学運営委員会 

2/16(金) 19:00～21:00 まちづくり役員会 

2/17(土) 9:00～11:00 日新子ども教室（囲碁・将棋・茶道・華道） 

10:00～11:00 日新子ども教室（鉛筆字） 

18:30～21:00 日新地区自治会連合会総会 

及び公民館協力委員会 

2/21(水)10:00～11:30 ニッキーズ（子育て支援委員会） 

10:00～10:30 本に親しむ集い（同時開催） 

2/22(木) 10:00～12:00 さんさんバスで映画鑑賞＆カフェ 

（映画は「火垂るの墓」野坂昭如原作の実写版） 

2/24(土) 13:30～16:00 パソコン相談会 

2/27(火) 19:00～21:00 体育振興会役員会 

3/3(土)  9:00～11:00 日新子ども教室（囲碁・将棋・茶道・華道） 

10:00～11:00 日新子ども教室（鉛筆字） 

13:10～15:50 三世代合同交流会 

3/6(火) 10:10～10:50 図書室整理（図書室ボランティア） 

19:00～21:00 婦人会理事会 

3/8(木) 10:00～12:00 さんさんバスで映画鑑賞＆カフェ 

（映画は未定） 

この他に 日新ボラネットの活動として以下のものがあります。  

・地区各種事業記録写真････松井良忠氏 

・児童館のおはなし会、読み聞かせ（毎月１回 火曜の午後４時から） 

・図書室ボランティア、パソコン相談会ＩＴサポーター、日新子ども教室のスタッフ 

・公民館駐車場除雪･･･地区有志 

 

巧みな話術と内容に時間を忘れて！ 
新春スペシャル講演会（主催：日新健友会連合会） 

1 月１８日（木）午前

10 時 20 分より、講師に

臨済宗妙心寺派大安禅寺

副住職高橋玄峰氏をお迎

えして「演題：心の花を

咲かせましょう サブタ

イトル：一に掃除、二に

笑顔、三四元気におかげ

さま」と題して実施され

ました。参加者は７３名（会員以外は１２名）でした。以下

に内容の一部をご紹介します。・深呼吸は、漢字の通りまず

吐いてから吸う。これを１日１０回くらい繰り返すと自分を

整えることにつながる・良い悪いも含めていろいろな出会い

（ご縁）で救われてきたことに気付くことが大切。・一休さ

んの歌「あめあられ ゆきやこおりと へらつれど とくればお

なじ 谷川の水」（皆人生は違い、へだてがあるけれども命に

はそれはない。どういう心で生きてきたかが大切）・知恵と

は、今の状況に合わせて自由自在に対応できること・宿命（不

思議なご縁でこの両親のもとに産まれた。変えられない。）、

命名（命に名前を付ける。両親の思いが込められている。）、

使命と運命（命の使い方によって運命は変えられる）、寿命

（命をことほぐ。大いに声に出して称えること）・友人から

「あなたに会えてよかった」と言ってもらえるように、終わ

るときに「いい人生だった」と言えるように日々を生きて行

く。講師は３０代の若い方ですが、巧みな話術で、楽しく大

切な多くのことを学ばせていただいた時間となりました。 

 

日新の四季  「雪の日のスズメ」 

撮影日 

  H30.1.15 

場  所  

  文京５ 

撮影者   

松井良忠氏 

平成 29 年度日新さんさんバス乗車実績 もう

一歩

です 

!! 

月 4～12 月 １月 4～1 月 

乗車人数 6643 724 7367 

運行日数 222 23 245 

目標人数 6660 690 7350 

達成率（％） 99.7 104.9 100.2 

公民館や各団体の活動状況や予定 

【日新デイホームの案内】（社会福祉協議会） 

ひまわり児童館  ２月  ７日（水）9:30より受付開始 

八 ツ 島 会 館 ２月１４日（水）9:30より受付開始 

乾徳ふれあい会館 ２月２１日（水）13:00より受付開始 

日 新 公 民 館 ２月２８日（水）13:00より受付開始 

健康マージャン会（公民館） 

２月２日（金）、１６日(金) １３:００～１６:００ 

ミソハギ自慢の底喰川 

かっては田園風景の広がる農村だったが、宅地化に伴い

人口が増加。１９７６（昭和５１年）４月、福井市の西藤

島、春山、湊地区の一部が合併して日新地区が誕生した。

新旧の住民がそれぞれの地区で培ってきた環境や歴史、文

化の違いを活かしながら地域づくりを進めている。▼地区

内を流れる底喰川は、江戸時代にはシジミが採れるほどき

れいだったが、宅地化が進むとともに、プンと臭う川に。

総合学習の時間に地区内を探検するなどして調べた日新

小学校３年の中野舞白さんは「昔はくねくねしていて、少

しの雨でも水害が発生したんだよ」とも教えてくれた。２

０年ほど前には、まちづくりの一環として環境美化に乗り

出した。▼河川清掃や河川敷への草花の植え付け･･･。藤

島中学校や福井商業高校の生徒たちも学習や委員会など

の一環として清掃活動に取り組むなど、こうした活動は地

区全体に広がっている。夏にはボランティアが株分けして

増えたミソハギが、右岸に幅１㍍、長さ５００㍍にわたり

帯状に咲き誇る。「フナやコイ、カモなど多くの生き物が

いるよ」と３年の佐々木梨緒さん。美しい自然を取り戻し

た底喰川は、地区の子どもたちにとっても自慢だ。６年の

塩田夏姫さんと半田智咲さんは「文里子供太鼓」を紹介し

てくれた。半田さんは５年生の１年間取り組み、塩田さん

は今も活動中で「太鼓でみんなを元気づけて楽しんでもら

いたい」と話す。▼誕生から４０年ほどの新しい地区だが、

その名が示すように、日々新たに進化し続けている。 

 

力合わせ良い地区に 

【日新公民館長】３つの地区が合わさってできた新しい地

区。昔から住んでいる人も、新しく入ってきた人も、良い

地区にしていこうと、みんなで力を合わせています。▼地

区の顔や風土が読み込まれた「日新かるた」の作成から、

地域の名所を紹介する立て看板の設置や冊子の作成、案内

看板設置など継続的に取り組んでいます。住みやすい地域

にしようと頑張る大人がたくさんいて、それを子どもたち

に伝えています。 

ホームページ刷新のお知らせ 
長らく更新が遅れていた日新公民館のホーム

ページが牧田泰一氏（文京６）のご尽力により、

昨年秋から内容が一新されています。公民館の

主な活動内容や行事のお知らせ、公民館だより

等を掲載しています。これまでのご不便をお詫

びいたしますとともに大いにご活用くださいま

すようお願いいたします。  


